


 

 

 

 

第 2 回 兵庫県立大学政策科学研究所シンポジウム 

 

 

 

サステイナブルな社会と日本酒の世界 

-脱炭素社会実現への道のり- 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
主催 兵庫県立大学政策科学研究所  共催 関西学院大学産業研究所 

後援 白鶴酒造株式会社 菊正宗酒造株式会社 東灘区役所 

御影自治会連絡協議会 一般財団法人住吉学園 住吉歴史資料館 

 

日時：2023 年 11 月 18 日(土) 14:00～17:00（予定） 

会場：御影公会堂 白鶴ホール（13：30 開場） 



 

 

 

サステイナブルな社会と日本酒の世界 

 

 

 

14：00 開催の挨拶 

豊原 法彦 関西学院大学産業研究所 所長 

14：05 趣旨説明・登壇者紹介 

 

第Ⅰ部 基調講演 

14：15 「サステイナブルな社会と日本酒の世界」 

嘉納 健二 白鶴酒造株式会社 代表取締役社長, 灘五郷酒造組合 理事長 

 

第Ⅱ部 講演 

14：40 「菊正宗におけるサステイナブルな取組み」 

高橋 俊成 菊正宗酒造株式会社 執行役員・総合研究所所長 

15：00 「米から見た日本酒、ビックブランド「まる」の誕生秘話」 

櫻井 一雅 白鶴酒造株式会社 専務取締役執行役員・生産本部長 

15：20 「お酒と持続可能な地域づくり」 

牧 慎太郎 兵庫県立大学政策科学研究所 特任教授 

15：40 「関学日本酒振興プロジェクトの実践例と効果的な取り組み」 

木本 圭一 関西学院大学国際学部 教授 

 

～休憩～ 

 

第Ⅲ部 パネルディスカッション 

16：15 「脱炭素社会と日本酒文化」 

討論者：中村 稔 兵庫県立大学政策科学研究所 特任教授 

 

16：55 閉会の挨拶 

田中 隆 兵庫県立大学政策科学研究所 所長 

17：00 終了（予定） 

 

 

 

進行の関係上、実際の進行が表示時刻より前後することがあります。ご理解の程、よろしくお願い申し上げます。 



 

講演概要（登壇順） 

 

 

嘉納 健二 「サステイナブルな社会と日本酒の世界」 

灘五郷は神戸市・西宮市の沿岸部に栄えた「日本一の酒どころ」であり、兵庫県は日本酒生産量で全国 1 位を

誇る。酒造りに適した恵まれた風土のもと、水・米・技の三要素が揃う「灘」の伝統技術を基礎に、「樽廻船」に

よる輸送や六甲山から流れる川を利用した「水車」精米などに支えられて、灘五郷は発展した。こうした地理的

要素・歴史的背景を念頭におきつつサステイナブルな事例にもふれ、現在に至る日本酒の世界を紹介する。 

 

 

高橋 俊成 「菊正宗におけるサステイナブルな取組み」 

西宮市から神戸市にまたが東西 12 ㎞に及ぶ清酒製造地帯は「灘五郷」と呼ばれ、全国シェア約 25％を占め

る日本一の酒どころである。灘五郷の酒造業発展の理由に伝統技術の継承が挙げられる。本講演では、樽酒製

造に欠かせない「酒樽作る技術」および丹波杜氏伝承の技「生酛づくり」を例にサステイナブル取組みを紹介

する。 

 

櫻井 一雅 「米から見た日本酒、ビックブランド「まる」の誕生秘話」 

灘五郷の発展理由の一つに「良質な米」の入手と「精米技術」がある。米からみた酒造りとともに、白鶴社が

開発した酒造好適米「白鶴錦」について紹介する。また一方、多くの方にご支持戴いている「日本酒のビックブ

ランドまる」の誕生秘話、そしてブランドを守るための変わらぬ製法と味わいの追求等を紹介する。 

 

牧 慎太郎 「お酒と持続可能な地域づくり」 

東京一極集中が進む我が国において、日本酒の酒蔵は兵庫県や京都府をはじめ全国に分散しており、酒類総合

研究所も広島県にある。地域おこし協力隊やふるさと納税も活用し、地域活性化に貢献する酒蔵は多く、原材料

の調達や酒蔵ツーリズム、循環型農業等の取組を通じて、持続可能な地域づくりに向けた期待は大きい。 

 

木本 圭一 「関学日本酒振興プロジェクトの実践例と効果的な取り組み」 

拙ゼミナールでは、2014 年度（ゼミ 3 期生）から現在（12 期生）に至るまでの 10 年間、日本酒振興プロジェ

クトを実践してきた。若者にターゲットを絞り、日本酒カクテルのブース出店を各所で行い、特に西宮神社での

「酒ぐらルネサンス」では毎年好評を得てきた。講演では、それらの実践例と最も効果的な取り組みについて紹

介する。 

 

 

中村 稔 「脱炭素社会と日本酒文化」 

脱炭素社会の構築に関わる本質的要素に迫りつつ、広義の環境問題も含め社会経済のサステイナブルな発展に

向けた課題解決において清酒業の果たす役割を考察する。さらに、日本酒が持つ文化力の由来や位置づけ、こう

した文化力が生み出す我が国のソフトパワーがもたらす意義についても包括的に論じる。 

 

 

 



登壇者略歴（登壇順） 

＜基調講演者＞ 

嘉納 健二（かのう けんじ） 

兵庫県出身。1995 年白鶴酒造㈱入社。2001 年同代表取締役社長就任。同年、兵庫県酒造組合連合会理事およ

び公益財団法人白鶴美術館理事長に就任。2014 年に灘五郷酒造組合理事長、2019 年には学校法人灘育英会理事

長に就任。 

 

＜講演者＞ 

高橋 俊成（たかはし としなり） 

福岡県出身。1994 年立命館大学大学院理工学研究科博士前期課程修了後、菊正宗酒造㈱入社。同総合研究所配

属後、国税庁醸造研究所研修員、生産部部長を経て、現在、執行役員総合研究所所長、関西大学非常勤講師。理

学博士。2015 年日本生物工学会生物工学技術賞、2017 年日本醸造学会奨励賞受賞。『日本酒の科学』講談社ブル

ーバックス（2015 年）監修。 

 

櫻井 一雅（さくらい かずまさ） 

兵庫県明石市出身。1981 年国立山梨大学工学部発酵生産学科卒業後、白鶴酒造㈱入社。営業部門、研究部門、

品質保証部門、購買部門、営業企画部長、灘魚崎工場長等、様々な部署を経て、現在、専務取締役執行役員 生

産本部長。一般社団法人日本ソムリエ協会 J.S.A.認定ソムリエでもある。 

 

牧 慎太郎（まき しんたろう） 

兵庫県出身。1986 年東京大学法学部卒。2006 年から政策局長、企画管理部長、企画県民部長として兵庫県に

勤務。2019 年総務省消防大学校長。現在、兵庫県立大学特任教授、内閣府地域活性化伝道師、総務省地域力創造

アドバイザー。著書『山族公務員の流儀』（2021 年）、時事通信社『地方行政』に「山族公務員の視点」を連載中。 

 

木本 圭一（きもと けいいち） 

兵庫県出身。1983 年関西学院大学商学部卒。1988 年関西学院大学大学院商学研究科博士課程後期課程単位取

得満了退学（会計学専攻）。近畿大学講師・助教授，関西学院大学商学部助教授を経て，2011 年より現職。主要

業績に、木本圭一編著『最新ベトナムの投資・税制・会計・監査』東京経済情報出版（2000 年）がある。 

 

＜討論者＞ 

中村 稔（なかむら みのる） 

広島県出身。1986 年東京大学法学部卒業、通産省入省。在ポーランド日本国大使館一等書記官、経済産業省大

臣官房参事官、中東アフリカ室長、石油流通課長、兵庫県産業労働部長、近畿経産局総務企画部長等を経て 2020

年に退官。現在、兵庫県立大学特任教授、奈良先端科学技術大学院大学客員教授、新共創産業技術支援機構理事

長。著書に『何が地方を起こすのか』国書刊行会（2016 年）等。月刊『たる』「多知深味」エッセイを連載中。 

 

＜司会＞ 

津田 なおみ（つだ なおみ） 

兵庫県出身。愛知淑徳大学大学院文化創造研究科修了。現在、甲南女子大学文学部日本語日本文化学科専任講

師 。神戸芸術文化会議会員。映画評論家・フリーアナウンサー 。著書に『映画監督田中絹代』神戸新聞出版セン

ター（2018 年） があり、神戸新聞に「津田なおみ厳選・兵庫舞台の名画」および「銀幕かわら版」を連載中。 
































































































